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於：広島国際会議場ダリア

持続可能な地域コミュニティの実現に向けて



１ 広島市の都市構造
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デルタ周辺部

居住の場として市民の
生活を支えるエリア

高次な都市機能が集積し、
活発な経済活動が展開さ
れるエリア

デルタ市街地

中山間地・島しょ部

市民が日常的に触れ合える
豊かな自然が広がるエリア

広島市の人口 118万6,408人
広島市の面積 906.69㎢

※ 人口は令和４年３月末現在
※ 面積は令和３年１０月１日現在デルタ市街地、デルタ周辺部、中山間地・島しょ部の面積比＝約1：6：13



２ 行政区別の小学校区の特性

⑷ 行政区別の小学校区の特性
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小学校区ごとのエリア図

※ 各行政区の人口、面積を小学校区数で除した数値
注１ 小学校区数、地区社協数は令和４年２月末現在
注２ 人口、高齢化率は令和４年３月３１日現在
注３ 面積は令和３年１０月１日現在
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３ 地域コミュニティにおける課題

地域でこんなことが起きていませんか？

コロナ禍で
お祭りなど
地域の
絆づくりの
活動が
減っている

役員の後継
者がおらず、
団体の維持
が難しくなっ
ている

高齢者の困り
ごとの解決を
手助けしてく
れる人が不足
している

空き家が
増え、

にぎわいが
なくなって
いる

日頃から住民
が気軽に立ち
寄って語り合
える場がない



～市民主体のまちづくり～

４ 広島市地域コミュニティ活性化ビジョンの策定

住民同士が支え合い、安
全・安心に暮らすことがで
きる地域を創り、持続可能
な地域社会の実現を図るこ
とを目的として、「広島市
地域コミュニティ活性化ビ
ジョン」を令和４年２月に
策定
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５ これからの地域コミュニティ

⑵ 地域の実情に応じた新たな協力体制

①人材、情報、ノウハウの共有
②新たな担い手の発掘
③自律的な地域運営
④効率的・効果的な活動

⑤ 地域全体で課題に向き合う
⑥ 役員負担等の平準化
⑦新たなリーダーの育成
⑧活動内容の充実

新たな協力体制のねらい

「新たな協力体制」は、住民生活に関わる広範な課題に取り組む町内会・自治会と、地域において福祉課題に取り組む地区
社会福祉協議会が中心となって、様々な団体と密接に連携する、地域における社会制度全般を取り扱う協議体組織



自助・共助・公助の一体的な機能発揮が、
地域の持続可能性を高める。

自助

共助

公助

住民一人ひとりが、自ら
の問題解決のために行動

住民同士が協力しながら、地域とそこに
暮らす住民の問題解決のために行動

住民自らや地域の協力では解決できない問題について、
公的機関が解決のためのサービスを提供

支援

支援

６ 地域コミュニティと行政との関係
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７ 理想とする地域コミュニティ
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ご清聴ありがとうございました。


